
～交通弱者に配慮した安全・安心なビークルシティ～

環境シミュレーションのための全周マルチプロジェクションシステム

全方位カメラを用いた危険車両の検知 高齢者・色覚障害者のための標識等の強調提示
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判別結果

目指すビッグデータ活用型交通安全マネジメントシステム

先進プローブデータによる交通安全対策効果評価

先進プローブデータによる事故危険地点の抽出

昼間の時間帯の利用が少ない

アプリダウンロードやQRコード
からの予約システムへの誘導は
利用率が改善されない

個人間デジタル・ディバイドが課題

LINEは湖西市内の高齢者でも利用度が高い
（実態調査より約1/4以上がLINEを活用）

LINEのチャッドBOT機能から
web予約システムに誘導

電話受付サービスと
LINE通知のデータ連携

LINEに予約内容を通知

• 市内企業が従業員の通勤や拠点間
の業務移動のためにシャトルバスを多
数運行。

• 市が運行するコミュニティバスが連携す
ることで、両者の効率性及び利便性の
向上、ひいては市内経済の活性化に
資する施策の実施可能性等について
検討を行う。

静岡県湖西市におけるMaaS実証

(2022.7.5更新)

◆道路交通ビッグデータや自動運転技術を活用した安心・安全な地域社会の構築に関する研究

交通マネジメント

安心・安全な地域社会の構築に向け、自動車プローブデータ、ドライブレコーダデータ等の道路交通ビッグデータを活用した、効果的かつ効率的な交通安全マジメント
手法の構築や、自動運転の実装や道の駅を活用した生産空間を支える道路交通政策のあり方に関する研究開発を行う。


